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子どもがやる気まんまんになる、図工の「授業づくり」とは

一
別
一
別

･横浜市立平戸小学校校長

･横浜市小学校図画T作教育研究会会長橋本敬子

すてきな図工の授業は、必ず子どもたちの思いがふくらんできます。

すてきな図工の授業は、必ず子どもたちの思いを培っています。

子どもたちは、一人一人の体験や、今、生きているありように応じた表現を生み

出しています。私たち教員がその手助けをするとしたら、環境を整備して広げ、子

どもたちの考える力を発揮できるように仕組むことではないでしょうか。

仕組むといっても、それは橘渡しに近いものです。子ども自身が「前にやったこ

とにつながっているんだ」と感じたり、「そう思っていたんだ」と自分を見つめ直

したりすることに関係づけることです。

今日、自分が体験したり見つけたりしたことを友達に伝えたいという思いが、つ

くる意欲につながります。いろいろ試したりやってみたりしながら、思いついたり

ひらめいたりすることが、つくる意欲につながります。

そして、「もの、こと、人」とかかわりながら《子どもたちは自分を表現してい

きます。自分が好きなことであれば、なおさらです。十分に感じる時間が保障され

ていれば、なおさらです。自分が見つけたことを試すことができる環境があれば、

なおさらです。

私たちは、世の中の「もの、こと、人」を、身体を通して感じています。感じ方

やその強さは、その人の特徴にまでなっています。

しかし、感じる力は、どんな人であっても、心と結びついて表現されていると思

います｡雪を見てロマンチックだと感じたり、花の香りにうっとりしたりするのも、

心と結びついているからこそ表現されているのでしょう。感じた何かを受け取る心

の力が表現しようとする「やる気スイッチ」ではないでしょうか。

この心を育てるためには、子どもの今を見つめた授業でなくてはなりません。

この心を育てるためには、子どもの生活全体（学校、家庭、地域）を見つめた授

業にしていかなければなりません。

こんな考え方のもとに、授業を見つめ直し、多くの先生方に実践していただいき

ました。感謝申し上げるとともに、実践の輪が広がることを期待しています。
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わくわくどきどきダンスたいかい！ 言重訂
～かたがみはんがでたのしくダンスするいきものたちをあらわそう～ 実施時期
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□一ラーを転がす楽しさや版の型紙を外したときの感動に出合い、

夢中になってのびのびと活動できるようにしたい。その中で、次々

と活動を進めていく楽しさを感じながら､発想を広げる力を身につ

けさせたい。また、同じ形でも、向きや色を変えることで動きが出

たり、別の見え方ができたりするおもしろさを感じてほしい。

感じたことや想像したことから表したいことを見つけ、

思いのままに表すことを楽しむ。

卜題材名を型紙版画でつくり、掲示した。虫

たちの向きが多様で、また、紙からはみ出
一一へ／一、一一、

､-、

している虫もある。この掲示や友達の作品

から、版の重なりやはみ出しなどの表現を

取り入れる姿が見られた。

>－

塊

■
■

一
ｍ
。

"

参
一

コグ

上」裸
④絵の具ののばし方やちょうど

よい塁、版を刷るときにしっ

かり押さえるなどのポイント

を意識し、向きなどを考えな

がら刷っている。一一～

③自分の好きな虫たちがどんなダ､ンスを
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自分でいいなと思う形を見つけながら、ネットに木の枝を縫い込ん

でいく活動である。ネットを使うことにより、両面から枝を縫い込

むことができ、お互いの表現活動を見合いながら、活動することの

楽しさを味わうことができると考えた。身近にある材料を使うこと

材料をもとに、思いのままにつくり続けることを楽しむ。

地域の方からいただいた青いネット
から、地域の自然を大切に思う豊かな気持ちを育てるとともに、意

欲をもって、学習を進めていこうとする力が育つと考えた。
を図書室の天井からVの字になるよ

うに広げて吊るした｡縫い込むように

ネットにつけ、つなげていくときに、

一/、/、／一一一一

窒芙鰯騨堂f堂祇纂紬雲火
ださった｡子どもたちも笑顔だった｡地域の方E笑顔）
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子ども同士が向かい合う形になり､友

達の顔を見たり、話し合ったりしなが

ら、活動できた。
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の方は、いつも笑顔で子どもたちに声をかけたり、接したりしてくださるので、子どもたちはいづもうれ
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一

光と影がつくる美しさを窓ガラスや階段などの目

につくところに作品として掲示し､興味をもつよう

にした。絵の具と同じように、色セロハンを重ねる

ことで、新しい色ができることを知り、光の入る場

」

一室

駒

'3
●1
口凸

①カッターナイフを使い、画用紙か

ら帯状の紙をつくり、切ったり、

折ったり、くせをつけたりするこ

とで、様々な形を楽しむ。

②帯状の紙でできた形から、自分の

表したいイメージを思いついた

り、トレーシングペーパーに接着

し、影ができ、輪郭となることを

考えたりしている。

？I

，’

光をかざして楽しむものにはどんなも

のがあるか尋ねたところ、ステンドグ

ラスがあがった。その後、色を透かし

て見えるものを探したり、見つけたり

する様子が見られた。生活を楽しむた

めの窓飾りであることを伝え、家のど

こに飾るか、学校ではどこに飾りたい

かを具体的にイメージできた。
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身近な材料をひと工夫することでできる形やその形を組み合わせ

てできるおもしろさを味わったり、色の組み合わせを楽しんだりし

生活を楽しくするものの用途を考えながら、工夫して

表すことを楽しむ。

てつくるようにしたい。

ト
題材名を色セロハンや紙を つくりながら光に透かして

使って表した。その美しさ 色合いを確かめられるよう でき上がった作品を階段の窓に掲

に関心をもち、どのように に、机を窓側に向けて活動 示した。友達の作品をじっと立ち止

つくっているのだろうか した。自分や友達の製作途 まって見て、「時間によって違って

と、実際に裏側の接着のし 中の作品を教室内に掲示す 見えるね」という声が聞かれた。理

かたを見ることで、イメー

－1漁謹蹴訓竺|慰一繰麓隠撹寵鰐ジがふくらんでいった。
－

よさを生かすことができ ちゃづくりができた。

た。
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③教室では作品を常に窓側に掲示し、互いの作品を鑑賞し合

い、自分の作品づくりに生かす｡帯状の紙に色セロハンを貼

り、光にかざし、自分のイメージを広げ、色調を考えて色を

重ねたり、新しく形をつくったりする。

授業参観などで保護者

光を遮ることで影がで や地域の方に、教室内

材料に応じて接着する方法を選ぶこときることを知り､影の美 に掲示していた作品を

やカッターナイフなどの道具を使う経しさやおもしろさを見 見ていただく機会とな＝F一一一一一一一一

験が高学年での工作の学習につながる。つけた｡影おくりや影踏 った°「どのようにつ

また､紙でできた曲線や直線などの形のみオニをして遊ぶ姿が くったのですか_｜と声

組み合わせや、色の組み合わせからの見られた。 をかけてくださる保護

「○○な感じ」がするなど、具体物では

なく抽象的なものをつくったり、鑑賞し

たりすることができた。このことが高学

年での自分の表したいものを効果的に

表す活動につながると思われる1

者の方もあり、家庭で

も話題になったようで

あった。
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3年生で町探検を経験し、平戸の町のよさや特徴に気づいた。そこ

でこの題材では、自分の町にあったらいいなという思いを、グルー

プで協力しながらタワーに表す活動とした。その際、切り糸等で

様々な形にできることに気づき、表現に生かせるようにした。土粘

土は可塑性があり、試行錯誤しながら表現し続けることができる。

そのよさを体全体で感じ、楽しみながら活動できるようにしたい。

感じたことや想像したこと、見たことから表したいこ

とを見つけ、工夫して表すことを楽しむ。

これまでに習った表現方法を確認したり､へら

や切り糸を使った表現方法を習得したりする

卜
場を設けた。それらを「粘土マスターへの道」

と児童に投げかけ､楽しみながら土粘土と十分

るようにした｡その経験が平戸ダワ

際にも生かされていった。

に触れ合え

一をつくる

町探検の地図と地域の写真を掲示し

ておくことで、いつでもイメージをふ

くらませることができるようにした。

！
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②平戸のどこにどんなタワーがあったらいいかということを

子どもたちに考えさせることで、登下校中や遊んでいると

きに「ここにこんなタワーがあったらいいな」と、自然と

意識するようになった。

③上からや横からなど､様々な視

点から作品を見ることで､新た

なアイデアが生まれ､それを友

達と話し合いながら活動を進

めている。

鰯
祇出

配創

4，」1軒

地域の「見晴らし公園」か

らは、ランドマークタワー

が見える｡｢みなとみらいと

言えば、ランドマークタワ

ー、平戸と言えば○○」と、

子どもは平戸の町のよさや

特徴を考えるようになって

いった。

平戸のどこにどんなタワー

があったらいいかというこ

とを子どもたちに考えさせ
乙

ることで、登下校中や遊ん

でいるときに「ここにこん

なタワーがあったらいい

な」と、自然と意識するよ

うになった。

一

ﾀﾜーが完成したとき子どもたちは平頁の

特徴が霊現されたﾀﾜーを見て満足気I式
「実際に置きに行きたい！」と言っていた｡‘

様々な技法で自分の思いを表現できた子ど

諒寒隠麹藍ヲ
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時間数

7すって､ほって､また､すって…
4年 ～木版画の特徴を知り、インクの色を考えて刷ったり、

彫りあとを工夫して彫ったりしよう～
実施時期’
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、

版画の刷りを楽しむことができるように何も彫

っていない板にインクをつけて､下紙を刷った。

その後に、表現テーマの「大好きなもの」の絵

を版木に直接、チョークで描いた。一人一人が

自分の大好きなものを決めて、自分の夢や希望

を構成し、進んで表現していこうとする気持ち
三

を育てることができた。

』

~司

可

L

F．

』

型

」－一･

Lヨ

6年生の木版画や裏彩色を使った棟方

志功の木版画、北斎、広重、国芳の浮

世絵を鑑賞した。みんなで鑑賞し合う

時間（帯学習15分）を設定した｡表現

鷲震堂宗悪手版iltfKI －

L

』■－

－－ｰ一一,三垂一一口.-口F一二PpL~日▲国司EE

Ｉ

鷺
D

承

＝u 戸

:二頭
虜

②自分が表したい感じを表すために、彫ると

ころを白いチョークで版木に直接描いてい

く。大体の形をイメージすることができる

ので、彫りの線が細かくなり過ぎない。

①イメージするインクの色合い

を考えて刷りを楽しんでいる。

…

~凸

夢

．

学級通信で、保護者に本題材を紹介し、北斎、

＝広重、国芳など鑑賞作品についても取り上げ－

た。家庭でも関心をもち、北斎、広重、国芳1

k、など浮世絵の絵葉書や画集などを持って来た」

1；誉憲謡臨蕊讐たり…どF
■
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■題材の意図■学習の主題
頚

俄浮2iH

板を彫って写す表現の楽しさを味わいながら、自分の表したいことの

想像を広げていく。インクの色合いを工夫したり、彫刻刀を使って面

や線で表現したりしていくことで、形や色、組み合わせを工夫する楽

しさに取り組ませていく。作品に込めた思いを友人と伝え合い、共有

していく中から、自分らしさやその人らしさを認め合う力を培いたい。

感じたことや想像したこと、見たことから表したいこと

を見つけ、工夫して表すことを楽しむ。

ヘ版木より大きなサイズの滑り止めネ

ットを使用した｡自分の体を動かさず

に版木を自由に回転することができ、

彫る活動をスムーズに行うことがで

きた｡版木をB4サイズより－回り小

さいA4サイズにすることで､彫りの

負担を軽減することができた｡彫りに

集中する時間を取り過ぎず､刷りの楽

しさを味わう時間を確保することが

下紙を3枚用意していたので､刷

り終えたものから順につなげて

いった。3枚掲示することで、ど

のように考えを深めて刷ってい

ったのかを見取ることができた。

お互いの作品をすぐ鑑賞するぶ
とができるので､自分の表現に生

かすことができた。、／

彫りあと当てや5，6年の鑑賞

につながるような江戸時代の浮

世絵についての簡単なクイズを

つくった。階段に掲示して他学

年も休み時間などにクイズにチ

ャレンジして楽しんでいた。
、

『~＝
|i

M できた。

q四

β

〃

、

▲一面

一壱＝
ﾛーウロ

③彫刻刀の種類や彫りの程度

による表現の違いを感じな

がら、表したいことに合わ

せ､工夫して彫っている。線

彫りだけでなく､面彫りした

り､白黒のバランスを考えな

がら陽刻と陰刻の対比を工

夫したりして表現している。

④「大好きなもの」を彫った

版木を何色で刷っていく

と、下紙に合うのかを考え

ていった｡色合いを考えた

り色をつくったりしてい

⑤一人一人に練り板･ローラーセットが渡る

ように準備し､順番を待つことなく活動を

進めている。作品を刷り終えた後､作品を

乾燥棚に置くのではなく、乾かしながら掲

示していく。針金を図工室に張り、3枚の

作品の表現過程を見合える場ができた｡気

に入った作品を家で飾ることができるよ

うに額や台紙をどうするか考えを巡らし，

ている｡〆一一一～､､雫/一一冨茅一

Ｂ
ｐ
Ｐ
字
乃
Ｐ
ｆ
Ｕ
Ｒ
ｍ
Ｆ
応
・
低
い
い
四
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ト
ド
睦
降
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今回の刷りを重ねていくことは、5年で行う彫り進み版画に対

する理解への抵抗が少ないと考える。4年の木版画の経験を通

して、家でやってみようとする児童や年賀状などの作品にも触

れ、木版画を使って表現していこうとする意欲を育てるなど、

日常化につながると思われる。

「

－北斎の冨海三十六景を見て､富士は昔から絵の
一

対象として表現されていたことに気づいた｡世

界遺産になった富士が美しく見える学区であ

ることに誇りをもつことができた｡旧東海道が

学校横を通っていたので､広重の東海道五十三

瞬葦騨
酎’日･冒

睡
次の戸塚宿などの鑑賞を通して､地域にも着目 （

し、版画への興味を広げることができた。

~河
Ⅷご剖芦〆
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丁忍あ手戸シーﾗ糊|弔尋罰
屋力強く踊る自分を粘土で表そう～実施時期；
二二二二E二二二二三三コ－J一三三一ノ

5月の運動会で､ソーラン節

を踊った。練習では、「足の

形を五角形にすること」「手

は地面と平行」など、「力強

い演技にするため｣の声掛け

を繰り返し行ってきた｡準
材では､力強さを表現の主題

とした｡実体験と重ねなが｝
ら､イメージしている姿が見

f卿庭，鳥慰

6年生が通る階段に､力強

さを表している写真を掲

示し、「どんな感じかな？」

と投げかけた｡掲示物の前

に立ち止まって見ている

姿が見られ､力強さが表れ

るポイントについて考え屑

ている様子であった。』

教室の壁面に題材名とｿ

ﾗーﾝ節で使った灘と
旗を掲示した。テーマを

子どもたちに伝えるとと

もに､法被や旗を掲示a
踊ったときの気持ちを思

い出せるようにした。

I ’
一k

門

Ｉ

;I

崖＃

蕊笹鐸鍵錘蕊難静韓鍵§I 何

霧
①ソーラン節を力強く踊；②力強さを与

る姿という言葉を間いえながら、

たり、紙粘土に触ったしている‘

りしながら、発想を広，力強さが：

…堕胤．=…-r：‐
‐、、,｡｡､醗塾‘.:：:鮫燕ハ、‘

′’．．『震、侭．ざ：r癖．′，”、準、
“‘．・息電､、乳、
’曇・輝私“．;鍵":噌，

’やP笹口早弱､・壁坤P，隅通宅.

§,′‘'

②力強さを表すために、体の動きや顔の表情などを考

えながら、イメージした姿をアイデアスケッチに表

している。スポーツ選手や彫刻などの写真を見て、

力強さが表れる表情や体を考えている。

届■

⑪

'’
ソーラン節の法被をリアルに表現

するために、家からプラスチック

の破片を持って来た。事前に活動

の見通しをもつことができるよう

にすることで、家庭で材料を探す

姿が見られた。

粘土で表すもののテーマをソーラ

ン節とした。そのため、家庭でソー

ラン節を踊ったときの姿をビデオ

で見てくる子どもがいた｡家庭でも

図画工作科の活動が話題となり､事

前にイメージをふくらませている

様子であった。

一一『ー一一ー~－1

望
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6年生の力で！私の平戸ソーラン節
～ソーラン節を力強く踊る自分を粘土で表そう～



信志
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の主題 T‐ 題材の罵種■崇習 ロ

盟
Ｅ

土
ひ
⑳
ｕ
一癌g睡醜画一と魚

4－■．曹二凸.』_ザ..△一

絵を描くときに見られた粘り強さや追求する姿勢を、立体に表す活

動でも発揮できるようにしたい。自分の思いを思い通りに表現する

ことができたときの喜びや達成感を十分に味わえるようにしたい。

粘土の重量感を生かしてほしいという思いや､子どもたちの生活体

験とつながりが深い内容を取り上げたいという思いから、ソーラン

感じたことや想像したこと、見たこと、伝え合いたいこ

とから表したいことを見つけ、効果的に表すことを楽し

む。

節を力強く踊る姿を表す題材を設定した。

回転彫塑台を使って活動したことにより、前

後からつくっているものを見ることができ、

全体のバランスを考えたり、細部にまでこだ

わったりして活動をすることができた。

蕊
蕊

雛慧

鰯蒙瀧義

鹿 懸
E

乳
』

と

鮒

『

型悪

③ソーラン節を力強く踊る姿を､思い

のままに表すために､針金で心材･を

つくっている。

④ソーラン節を力強く踊る姿の構想に従っ

て、粘土の可塑性や量感を生かしながら、

力強い姿を表している。 霧i謝
溌 ダ
ド

I

作品を職員玄関に置いた。作品を見た地域

の方が、「運動会のソーラン節の感動がよ

みがえったよ」と言ってくださった。子ど

もたちは「ソーラン節を踊ったときの気持

ちを思い出したい」と思い、学級の作品を

ソーラン節を踊ったときと同じように並べ

て鑑賞した。運動会でのソーラン節は学年

で踊ったので、学年での鑑賞会をするとよ

り効果的であったと思われる。

完成後、「これは、僕にとってパスポート

みたいなものだ！」とつぶやいていた。自

分の気持ちや思いを十分に表現することが

できたことの表れであると感じた。また､、

「力強さ」を効果的に表すために何度もつ

くり直す姿が見られ、自分の思いを追求し

ていることが伝わってきた。次に絵で表す

活動の「心を届ける平戸小の芸術家」では、

本題材の経験を生かし、自分の思いをより

効果的に表す活動ができると考える。
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1

E笠

①自然物がつくり出す造形的な美しいフォ

ルムや模様を自分なりの表し方で、細密

画に表している。

②描きためたスケッチをもとに､より

美しさが表れるように再構成して

いる。下絵を版木に写し、三角刀の

もつ繊細で鋭い彫りあとを生かし

て彫っている。

撫議灘蕊 蕊
!…簿

■r

！ §

●‘･'"'カハ'9

鷺躍潔，
:診志蕊、，：
即PL仔

酎画尽け

酔箪”『血

〆

臥 吊垂遍

|’
学校の隣にある見晴らし公園でスケッ

チを楽しみ、木の幹や葉脈などのもつ

視覚的な美しさに気づいた。風が葉を

揺らすときの音や刻々と色を変える光

の様子を全身で感じながら活動するこ

とができた。平戸の地域を自分たちの

町として、より愛着をもつよい機会と

なった。

家庭から持って来たり、地域

図書館から借りたりして宮沢

賢治の他の作品について並行

読書をした。また、伝記を読

んだ児童を中心に、宮沢賢治

の生き方に興味をもつ児童も

増えてきた。

鱗，
画邑

や・9

－ － 一I
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ミクロの視点で追究しよう！

ヒーラIく一ヴの美ここにあり！
～平戸の自然物から見つけた美しさを細密版画で効果的に表そう～

実施時期

9月」
一



|■題材の意図：〃’
感じたことや想像したこと、見たこと、伝え合いたい

ことから表したいことを見つけ、効果的に表すことを

楽しむ。

自然物がつくり出す造形的なフォルムや模様の美しさに気づき、そ

の美しさを自分なりにイメージをふくらま･せて表現する楽しさを

身につけたい。また、自分の思いと向き合い、美しいと感じる表現

を追究することに没頭する楽しさにも気づかせたい。

ト
その後学習した「海の命」でも、表現の美

しさに注目して読み進めた児童が多かっ

た。自分の好きな表現を探すなど、絵だけ

ではなく、言葉の美しさにも目を向けるよ

うになった。

七

理科で土地のつくりを学習し、いろい

ろな岩石を観察した。模様や、色の美

しさやおもしろさを感じ、丁寧にヌケ
、

ツチする児童が増えてきた。し

、

義
I 摩＝

１
１

一亘国

両

岸一

…

１
１

‘よ〆
挙P

……一口■－－－‐

④自分や友達の作品の美しさやお

もしろさに気づき、伝え合って

いる。

③表したい感じが表れるよう

に、インクや紙の色を工夫

して刷っている。
‐
‐
Ｉ
，
川
１
，
●

Ｉ
‘

§

「やまなし」から鉱物の美しさに関心をもった児

童を中心に、鉱物図鑑を持って来たり、インター

ネットで調べてくるなどして、眺めている姿が見

られるようになった。

Ｈ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
歴
、
宙
Ｌ

この題材を終えて、葉脈ののびやかさや

亀の甲羅の綴密さなど、自分の身近にあ

る自然物の「美しさ」に気づくことがで
、

きた。次の題材である「心を届ける平戸－

小の芸術家」の学習では、色合いや構成、

筆のタッチの特徴などからも、美しさを

探したり、感じたりすることが期待でき

る。また、それを自分なりに表現しよう

とする意欲にもつながると思われる。／

地域図書館で本を借りたり、家庭のパソコンで興味のあ

ることを調べたりして、宮沢賢治の自然物に対する視点

が家庭の中でも話題になった｡児童の表したいことが明

確になるにつれて、持ち帰った作品から、それぞれの思

いが家族にも伝わるようになった。

17

■学習の主題



■ロL由■凸■■■F■
FF■一一ー一宇F＝■ー

〆
一一一ロー－房一一一F一声一マーーー－~一一－ーF－－ー~=アーーーーーーーーー宅戸示P一一一ー■=一一一■■d必.~菌一F､-ｮL▲F,￥■●-ず導今国凸マ一浬■■辛凸PロハューロFF－p－一一”一一一■=背

■▲画一..±P■■■ー口早

時間数

4ゴムをつかって､3☆2☆で
11.

特別支援

学級 実施時期

12月

～．､ムでとばしてみんなであそべるおもちゃをつくろう～

L 士■一一国一FP■甲■
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障子紙に大きな山を描いて中をくり抜

き、棚に貼った「山ゾーン」、園芸ネッ

トを天井から吊るした「海ゾーン」「秘

密基地ゾーン」など、発射台で飛ばすこ

とを楽しめるような場の設定にした:､林
、

み時間もそれらのゾーンで遊べるようにI

し､場に愛着がもてるようにした。ノ

｣琴鍵蕊繋
る。本題材の第1時では、自分のお

ﾉー 識罵言鰯雲磯
I

冠

§

蕊
禍

隅

隅

唖

■

国

瀞
F

箱を飛ばしている。何度も繰り返し飛ばして遊ぶ中で、おもしろい飛び方、お気

に入りの箱など､一人一人が自分のこだわりを探している｡友達の活動を見たり、

いっしょに飛ばして遊んだりしながら、楽しみ方を広げている。

E野

託F■

“
軍
曲
げ
由
張
日
閉
再

起

一
Ｊ
露
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口

睡
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宝

》

~憲一霊ﾏマアーーー
一一一一

."野アア．

’窪画唖

沖F

’
｡､ムを使ったおもちゃをつく

ることを事前に保護者に連絡

した。自分で探すことが難しい

子については、どんな箱を使っ

たら楽しく表現できるかを､飛

び方、柄、形、感触、持ちや#す

さなど､様々な視点から保護者

と相談することで、一人一人の

興味に合う箱を探すことがで

きた。ダ

保護者と共通理解ができたことで、活動への思

いがふくらみ､安心して取り組んでいた。また、

日常生活の中では制止されがちな「ものを飛ば

す、落とす」という行為も、学びとして家庭で

受け入れられ、やってみたいと思う気持ちを積

極的に表すことができた。ゲームや既製のおも

ちゃでなく、自分でつくったおもちゃで遊ぶ楽

しさに気づくことは、余暇活動を考えるうえで

大きな力になると考えている。

[－‐戸
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１ ’ ’■学習の主題 ．題材の意図

生活を楽しくするものの用途を考えながら、工夫して

表すことを楽しむ。

身近にあるものを使っておもちゃをつくる過;程で、様々なもの、こ

と、人とのかかわりを大切にし、自分の思いを表すことを楽しめる

ようにしたい。身近な材料をひと工夫することでできる形やその

形を組み合わせてできるおもしろさを味わったり、色の組み合わせ

つくるようにしたい。を楽しんだりして

Ⅲ
今やっていることを友達に伝えられるよ

つくり始めるまでに時間がかかる子やつくり続ける
うに、第1時で使った「はつけんマークー’

ことが難しい子は、絵を描いたり、コラージュをし
をホワイトボードに貼ることにした。「お

たり、安心して取り組めることから始めた。また、
もしろい動きを見つけたよ」「お気に入り

一人一人の興味に合ったアイテム（チラシ、写真、
の材料を貼ったよ」といった思いを表現

シール、ビ－ズ、鈴、ぬいぐるみ等）を用意し､、必
し、友達や教師に視覚的に伝えられた。

ングで提示することで、楽しさを発見じ要なタイミ
－

ながらつく り続けることができるようにした。

熱

篭 怒

霧
鱗

、
■■

④その後､のびのびと表現し続

ける。「もう1個つくる！」

と自分らしく飾り､お気に入

りのおもちゃをつくっては

遊び､つくりかえ､楽しんで

いる。口

②興味に合った材料をいくつ

か提示し、その中から自分で

選ぶことで、「自分で」選ん

だ、つくった、という思いを

もって活動している。

③箱に表現することにはまだ

気持ちが向かない子には､自

分だけの発射台を特別に用

意した｡発射台に好きな絵を

描く活動から始めることで、

安心して表現している。

鐙店可嘉

おもちゃづくりは、遊びの幅を広げるとともに、

友達とかかわりながら遊ぶきっかけとなった。

「すご､い」「それいいね」「どうやってつくった

の？」という言葉が出てくるようになったこと

は、日常生活の中でも、自分の思いを伝えること

や相手を思いやる気持ちへとつながっていると

考えている。

校内の作品展でおもちゃを廊下に飾ると、

交流級やペア学年の友達からたくさんの

手紙をもらった。「まだ完成していな↓恥
だ。これからもっと進化するよ」と言いな

がら、飾ってはつくり、壊れたところを直

しては飾り…。授業が終わっても納得する

までつくることを楽しむ姿が見られ、つく

り続ける力につながると思われち。ノ

－
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